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 【裏面もあります！】  
■６月一般質問詳報 
  新たな教育施策へ 
■公約の進捗を説明 
  古賀のみなさんと 

子どもの「教育力」向上を提起 

□
夏
、
地
域
を 

   
駆
け
る 

は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
子
ど
も
会
育
成

会
の
球
技
大
会
、
校
区
や
行

政
区
ご
と
の
夏
祭
り
。
子
ど

も
た
ち
が
地
域
の
大
人
の
皆

さ
ん
に
育
て
て
も
ら
え
る

「
当
た
り
前
」
が
根
付
い
て

い
る
こ
と
こ
そ
、
古
賀
の
最

大
の
魅
力
で
す
。
こ
の
夏
も

市
内
全
域
を
回
り
、
各
地 

 

夏
に
な
る
と
、

子
ど
も
の
こ
ろ

を
思
い
出
し
ま

す
。
古
賀
の
夏 

□
子
ど
も
の
「教
育
力
」 

 

７
月
、
県
議
と
し
て
の
公

約
の
進
み
具
合
を
自
己
検
証

し
、
説
明
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
は
就
任
以

来
、
所
属
会
派
で
最
も
多
く

質
問
を
し
て
お
り
、
常
に
公

約
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
説

明
の
中
で
は
「
ど
の
公
約
が
、

ど
の
政
策
提
案
に
つ
な
が
り
、

ど
の
よ
う
に
県
政
に
反
映
さ

れ
た
か
」
な
ど
に
つ
い
て
資

料
を
使
っ
て
示
し
ま
し
た
。

こ
の
資
料
は
事
務
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

□
２
０
１
２
年
度
の
決
意 

 

政
治
の
重
要
な
役
割
は

「
発
信
」
と
「
対
話
」
で
す
。

古
賀
市
内
の
各
地
域
の
公
民

館
（
分
館
）
を
回
っ
て
「
対

話
集
会
」
を
開
き
続
け
、
ご

意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
７
月
は
、

県
内
の
大
学
生
た
ち
と
一
緒

に
古
賀
市
内
の
各
所
で
街
頭

演
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
朝
、
Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
や

千
鳥
駅
に
立
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

６月議会の一般質問＝６月１９日、県議会本会議場 

！ 

 
６
月
議
会
の
一
般
質
問
は

「
教
育
力
の
向
上
」
を
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

学
力
・
体
力
の
向
上
は
、
私

の
公
約
の
ひ
と
つ
で
す
。
知

事
と
教
育
長
に
対
し
、
教
育

で
家
庭
と
地
域
が
果
た
す
重

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
質
し

た
う
え
で
、
教
育
先
進
地
で

あ
る
福
井
県
の
公
立
中
学
校

の
取
り
組
み
を
挙
げ
な
が
ら 

 

□
公
約
の
進
捗
を
説
明 

 

で
皆
さ
ん
か
ら
「
声
」
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
政
治
活

動
に
し
っ
か
り
と
生
か
し
ま

す
。 

「
新
た
な

教
育
施
策

の
展
開
」

を
政
策
提

案
し
、
前 

向
き
な
取

り
組
み
を

約
束
し
て

も
ら
い
ま

し
た
。 

公式ホームページ   http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

ブログ(活動日記)  http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 政治活動を連日発信中！ 

質問の内容 答弁者 答弁の内容 

教科センター方式、スクエア制の導入を 教育長 情報収集し、積極的に取り組みを検討していく 

～田辺の一般質問のポイント～  

 

古
賀
市
内
全
域
の
「
夏
祭

り
」
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

街
頭
演
説
で
、
県
議
会
活

動
を
報
告
＝
７
月
１
日
、
ル

ミ
エ
ー
ル
前 

田辺一城の 

発 信 箱 



  ＜田辺かずき プロフィール＞ 
1980年5月16日生まれ 
1987年 暁の星幼稚園 卒園 
1993年 花鶴小学校 卒業 
1996年 古賀中学校 卒業 
1999年 福岡県立福岡高校 卒業 
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
     毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
           原発事故や災害弱者、日本人拉致問題など 
     を取材 
2006年 大阪本社社会部 配属 
     橋下徹・大阪府知事（当時）、大阪府警、甲子 
           園、福祉問題、地域活性化、国際紛争などに 
           取り組む 
2011年 福岡県議会議員 初当選 
     毎日新聞社 退社 
〔所属〕厚生労働環境委員会、 
     国際交流推進対策調査特別委員会 
         民主党福岡県第４区総支部 幹事長 
         民主党福岡県連「団体交流委員会」副委員長 
         同「青年・国民運動委員会」事務局次長 
 

〔家族〕会社員の妻、５歳の長男、２歳の長女 
〔最近のおすすめ〕 夏になると、毎朝の楽しみは梅 
のサワードリンク。今年、わが家では母から妻に作り 
方が伝授されました。／ふと子どものころに遊びまわ 
った鹿部山が懐かしくなり、西峰の皇石神社へ。クロ 
ガネモチやイチョウの木が心を癒してくれます。／ 
日々、インターネットのブログやTwitter、Facebook 
も活用し、政治活動を詳細に報告しています。 

 

県
議
会
６
月
定
例
会
（
６
月
11
日
～
27
日
）
で
、
私
は
５
回
連
続
５
回
目
の

一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
新
た
な
教
育
施
策
と
家
庭
、
地
域
の

教
育
力
向
上
」
で
す
。
質
問
に
先
立
ち
、
子
ど
も
の
学
力
・
体
力
が
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
教
育
先
進
地
・
福
井
県
を
視
察
（
５
月
16
日
～
17
日
）
し
、
こ
の

成
果
を
踏
ま
え
、
知
事
と
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。
私
が
提
案
し
た
「
教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
」
や
「
ス
ク
エ
ア
制
」
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
す
る
意
向

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

みなさんと 
ともに― 

古賀での活動  

公式HP http://www.tanabe-kazuki.jp/ 
ブログ  http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 

 

さ
ら
に
、
私
か
ら
具
体

的
な
教
育
施
策
の
展
開
を

提
案
。
福
井
県
の
坂
井
市

立
丸
岡
南
中
学
校
の
先
例

か
ら
、
各
教
科
が
専
用
教

室
を
持
ち
、
生
徒
自
ら
が

毎
時
間
、
専
用
教
室
に
出

向
く
「
教
科
セ
ン
タ
ー
方

式
」
と
、
日
常
的
に
学
年

を
越
え
た
縦
割
り
活
動
を

実
践
す
る
「
ス
ク
エ
ア
制

」
に
つ
い
て
、
福
岡
県
内

に
導
入
す
る
よ
う
に
強
く

求
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

仕
組
み
は
、
学
力
向
上
の

基
盤
で
あ
る
子
ど
も
の
「

自
主
性
」
「
自
律
性
」
、

教
員
の
資
質
向
上
に
極
め

て
有
意
と
考
え
た
た
め 

 

子
ど
も
の
学
力
や
体
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教

育
施
策
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
の
「
教
育
力
」
を
向
上

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
育
力
を
底
支
え
す
る
の
は

「
家
庭
」
と
「
地
域
」
で
す 

「
学
力
向
上
と
生
活
習
慣
と

の
相
関
は
明
ら
か
」 

（
福

岡
県
の
２
０
１
０
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
報

告
書
）
で
あ
り
、
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
を
は

じ
め
、
当
た
り
前
の
生
活
習

慣
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
が 

 ７月下旬から８月上旬
が「夏祭り」のピークで
す。１日10カ所以上とい
う夜もあり、友人に車の
運転を協力してもらい、
懸命に回らせていただき
ました。 

県教委 「新たな教育施策」 を検討へ ！ 

古
賀
の
海
岸
に
咲
く
ハ
マ
ボ
ウ 

―
 

 

６月議会 

一般質問 

 
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
三
世
代
同
居
や
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
と

す
る
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た

。
知
事
は
「
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
善
悪
の
区
別
、

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
な
ど
、
保
護
者
が
し
っ

か
り
と
子
ど
も
に
身
に
つ

け
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
述
べ
、
い
っ
そ
う

の
家
庭
教
育
の
推
進
を
約

束
し
ま
し
た
。 

  ７月１日、「田辺かずき後援会」
（納冨育代会長）の皆さんが総会を
開催してくださいました。 
 私はこの機会をいただき、自ら検
証した「公約の進捗状況」について
報告しました。私が柱とした「福祉
の充実」「強い経済」「議会改革」
「防災対策」「地方分権（地域主権
）改革」「古賀市『発』、福岡県へ
」が、どのように政策提案に生かさ
れ、県政に反映されているか。まだ
任期の途中ですが、成果や課題を整
理しました。 
 また、政治資金収支、政務調査費
の使途、視察の意義についても説明
しました。 

。 

 

質
問
で
は
、

古
賀
東
小
学
校

の
敷
地
内
を
拠

点
に
、
世
代
間

交
流
と
シ
ニ
ア

の
生
き
が
い
づ

く
り
に
取
り
組

む
「
え
ん
が
わ

く
ら
ぶ
」
を
紹

介
し
ま
し
た
。

知
事
は
「
学
校

と
連
携
し
た
世

代
間
交
流
に
取

り
組
ん
で
お
ら

れ
る
優
れ
た
活

動
」
、
教
育
長

も
「
子
ど
も
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
、
豊

か
な
人
間
性
や

敬
愛
の
精
神
を

養
う
。
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り

に
役
立
つ
」
と

、
と
も
に
高
く

評
価
し
、
県
内

に
お
け
る
世
代

間
交
流
の
推
進

を
約
束
し
ま
し

た
。 

公
約
の
進
捗
を
自
己
検
証
し
、
説
明
！ 

政
治
資
金
収
支
、
政
務
調
査
費
使
途
も 

朝のＪＲ千鳥駅で挨拶 コスモス広場で 

 

で
す
。
教
育
長
も
認
識
を

共
有
し
、
「
先
行
事
例
を
参

考
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
対
す
る
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
く
。
積
極
的
に
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
前
向
き
に

取
り
組
む
意
向
を
表
明
し
ま

し
た 

 

ま
た
、
私
か
ら
は
「
中
高

一
貫
教
育
校
」
の
整
備
状
況

や
、
県
教
委
が
今
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
と
の
方
針
を
示

し
た
「
土
曜
授
業
」
に
つ
い

て
も
問
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
質
問
翌
日
、
全

国
紙
が
記
事
と
し
て
報
道
し

ま
し
た
。 

 米多比区・不入谷のそうめん流しや筵内
区の子ども山笠へも。青柳小学校区の「通
学合宿」、古賀東区の運動会にもおじゃま
しました。どこも子どもたちの笑顔が印象
的でした。 
 消防団の操法大会、古賀市民オーケスト
ラの演奏会、体育協会の各種イベント、み
さカラオケ教室のおさらい会、身障者体育
大会、ハマボウまつり、Ｄ１だじゃれグラ
ンプリ予選、老人クラブ連合会、市民オペ
ラ……このほか書ききれないほど多くの団
体さんの総会や行事にお招きいただき、挨
拶をさせていただいています。 
 また、地元農産物直売所「コスモス広場
」を訪ね、組合長さんに現状を聞かせてい
ただきました。大根川の現況を地元の方々
と見て回りました。地域のお食事会をはじ 

め古賀市内外に「出張」しての県政報告・対話
集会も。これからも引き続き、市内各地に足を
運ばせていただきます。 

◇    ◇ 

 所属会派のメンバーで、集中豪雨で被災した
県南地域を視察。復旧・復興に向け、しっかり
と取り組んでいきます。また、県内中小企業進
出の可能性を探るため、「民主化」が急速に進
むＡＳＥＡＮ後発国ミャンマーの現況を調査し
ました。（詳細な報告は公式ＨＰやブログにあ
ります） 


